
19 

 

資料⑥ 
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【
提
案
内
容
●
】
テ
ー
マ
内
容
:
メ
イ
リ
オ
11
pt

２
．
主
要
事
項
に
係
る
詳
細

第
9期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
に
係
る
国
の
動
向

（
資
料
）
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
（
参
考
資
料
）
」
よ
り
抜
粋

④
総
合
事
業
の
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方

・
総
合
事
業
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
受
け
皿
整
備
や
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要

・
総
合
事
業
を
充
実
化
し
て
い
く
た
め
の
包
括
的
な
方
策
の
検
討
を
早
急
に
開
始
す
る
と
と
も
に
、
自
治
体
と

連
携
し
な
が
ら
、
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
を
通
じ
て
、
工
程
表
を
作
成
し
つ
つ
、
集
中
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
適
当

・
介
護
保
険
制
度
の
枠
内
で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
、
地

域
の
受
け
皿
を
整
備
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
を
一
層
促
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要

・
ま
た
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
民
間
企
業
等
の
主
体
が
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
に
お
け
る
協
議
体
へ
参
画
す
る
に
当
た
っ
て
一
定
の
要
件
を
設
け
る
な
ど
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
、
利
用
者
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
時
に
適
切
に
選
択
で
き
る
仕
組
み
を
検
討

す
る
こ
と
が
適
当
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【
提
案
内
容
●
】
テ
ー
マ
内
容
:
メ
イ
リ
オ
11
pt

２
．
主
要
事
項
に
係
る
詳
細

第
9期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
に
係
る
国
の
動
向

（
資
料
）
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
（
参
考
資
料
）
」
よ
り
抜
粋

⑦
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
整
備
等

・
家
族
介
護
者
支
援
に
お
い
て
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

な
ど
の
地
域
拠
点
が
行
う
伴
走
型
支
援
、
認
知
症
カ
フ
ェ
の
活
動
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
仕
事
と
介
護

の
両
立
支
援
な
ど
の
取
組
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
重
要

・
セ
ン
タ
ー
の
業
務
負
担
軽
減
の
た
め
、

-地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
一
定
の
関
与
を
担
保
し
た
上
で
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
介
護
予
防
支
援

の
指
定
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
が
適
当

-総
合
相
談
支
援
業
務
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
の
専
門
性
を
活
か
し
た
効
果
的
な
実
施
等
の
観
点
か
ら
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど
の
地
域
の
拠
点
の
ブ
ラ
ン
チ
や
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
用
を
推
進
す
る
こ

と
が
適
当
。
総
合
相
談
支
援
業
務
は
セ
ン
タ
ー
が
行
う
根
幹
の
業
務
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
質
の
確
保

に
留
意
し
つ
つ
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
と
の
一
体
性
を
確
保
し
た
上
で
市
町
村
か
ら
の
部
分
委
託
等
を
可
能

と
す
る
こ
と
が
適
当

-セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
し
、
標
準
化
、
重
点
化
及
び
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
、
業
務
の
質
を
確
保
し
な
が

ら
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
よ
う
な
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
適
当

・
セ
ン
タ
ー
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
人
材
確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
3職
種
保
健
師

そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
、
社
会
福
祉
士
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
者
及
び
主
任
介
護
支
援
専
門
員
そ
の
他
こ

れ
に
準
ず
る
者
の
配
置
は
原
則
と
し
つ
つ
、
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
の
質
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
留
意
し
た
上

で
、
複
数
拠
点
で
合
算
し
て
３
職
種
を
配
置
す
る
こ
と
や
、
「
主
任
介
護
支
援
専
門
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
者
」
の
「
準
ず
る
者
」
の
範
囲
の
適
切
な
設
定
な
ど
、
柔
軟
な
職
員
配
置
を
進
め
る
こ
と
が
適
当
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【
提
案
内
容
●
】
テ
ー
マ
内
容
:
メ
イ
リ
オ
11
pt

２
．
主
要
事
項
に
係
る
詳
細

第
9期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
に
係
る
国
の
動
向

（
資
料
）
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
（
参
考
資
料
）
」
よ
り
抜
粋

⑧
保
険
者
機
能
の
強
化
／
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
等

・
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
等
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
て
い
く
た
め
、

●
保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
管
理
や
介
護
給
付
費
の
適
正

化
に
関
す
る
取
組
な
ど
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
に
向
け
た
基
盤
整
備
の
推
進
を
図
る
も
の

●
介
護
保
険
保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
等
の
地
域
包
括
ケ
ア
に
関

す
る
取
組
の
充
実
を
図
る
も
の

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
、
評
価
指
標
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
位
置
付
け
に
沿
っ
て
見
直
す
こ
と
が
適

当
。
そ
の
際
、
令
和
４
年
度
予
算
執
行
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、
評
価
を
行
う
保
険
者
の
負
担
に
も
配
慮
し
、

評
価
指
標
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
縮
減
す
る
こ
と
が
適
当

・
現
在
の
プ
ロ
セ
ス
等
に
関
す
る
評
価
指
標
に
つ
い
て
は
、
平
均
要
介
護
度
の
変
化
率
等
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

と
の
関
連
性
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
と
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
の
関
連
性
を
よ
り
明
確
に
す
る

た
め
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
や
中
間
ア
ウ
ト
カ
ム
に
関
す
る
評
価
指
標
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要

⑧
保
険
者
機
能
の
強
化
／
給
付
適
正
化
・
地
域
差
分
析

・
給
付
適
正
化
の
取
組
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
介
護
給
付
適
正
化
主
要
５
事
業
に
つ
い
て
、
保
険
者
の
事
務

負
担
の
軽
減
を
図
り
つ
つ
効
果
的
・
効
率
的
に
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
新
た
な
取
組
を
含
め
た
事
業
の
重

点
化
・
内
容
の
充
実
・
見
え
る
化
を
行
う
こ
と
が
重
要

・
前
回
の
調
整
交
付
金
の
見
直
し
の
際
に
導
入
さ
れ
た
、
保
険
者
に
一
定
の
取
組
を
求
め
る
措
置
に
つ
い
て
、

自
治
体
に
よ
っ
て
地
域
資
源
、
体
制
等
地
域
の
実
情
が
異
な
る
こ
と
や
本
来
の
調
整
交
付
金
の
調
整
機
能

に
留
意
し
つ
つ
、
引
き
続
き
一
定
の
取
組
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
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【
提
案
内
容
●
】
テ
ー
マ
内
容
:
メ
イ
リ
オ
11
pt

２
．
主
要
事
項
に
係
る
詳
細

第
9期
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
に
係
る
国
の
動
向

（
資
料
）
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
（
参
考
資
料
）
」
よ
り
抜
粋

⑧
保
険
者
機
能
の
強
化
／
要
介
護
認
定

・
よ
り
多
く
の
保
険
者
が
審
査
の
簡
素
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
審
査
を

簡
素
化
し
て
い
る
か
の
事
例
を
収
集
・
周
知
す
る
こ
と
が
適
当
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
向
け

た
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

・
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
実
施
で
き

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
本
取
扱
い
に
つ
い
て
、
業
務
効
率
化
の
観
点
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を

問
わ
ず
、
継
続
す
る
こ
と
が
適
当


